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業務実績登録システムの刷新による業務効率化 















  （１）放医研の情報発信力を強化し、国内外に向けて所の活動内容や実績を広く公開すること。 











 最終的に得られた本システムの問題・課題は 8 分類・23 項目に集約され、それを元に新システムの設
計・構築を行なった。同時に業務フローの見直しで関連部門との調整を実施し、その検討結果を新シス
テムへフィードバックした。 








































 業績データは１件あたり少なくても 15 個、多いものでは 35 個の入力項目がある。旧システムでは慣
れたユーザが操作しても 1 件あたりの登録には 2 分以上を費やしており、不慣れなユーザではその１０
倍以上の時間を要することもあった。 




























 旧システムは過去 10 年大きな見直しが図られることなく漫然と運用されてきた。一方で社会情勢・環
境は大きく変化し、いつの間にか業務とシステムにはミスマッチが生まれていた。情勢・環境の変化に合
わせて求められる業務は変わる。それであれば、業務の変化に合わせてシステムも変えていく必要があ
るということだ。 
 
 
 
